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高度専門医療研究センターとして
高い使命を持ち、医療・研究に邁進

　2021年4月より水澤前理事長に代わって理事長を拝命し
ました中込和幸と申します。今年度のセンター年報Annual 
Report 2020-2021の発刊にあたって、一言ご挨拶申し上
げます。
　2020年からわが国もCOVID-19のパンデミックに翻弄さ
れ、医療、経済、メンタルヘルスなど、多方面にわたって大きな
打撃を受けました。NCNPは、一般医療の枠組みでの対応が難
しいとされる精神・神経疾患をもつコロナ感染患者を受け入れ、
診療に当たってきました。感染症の専門家がいない中、いかに
職員が困難を克服し、誠心誠意の医療を提供してきたかは、本
編の特集をご覧ください。
　さて、皆さまはNCNP＝国立精神・神経医療研究センターと
はどういう施設か、ご存じでしょうか。2010年4月施行の「高
度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律」
により、厚生労働省の施設等機関であった国立高度専門医療セ
ンターのNCNPは独立行政法人化しました。その後、2015年
施行の「独立行政法人通則法の一部を改正する法律」により現
在、国立研究開発法人となっています。独立行政法人は、公共
上、確実に実施されることが必要な事務・事業のうち、国が直
接実施する必要はないが民間の主体にゆだねると実施されない
恐れがあるものなどを実施することとなっています。国立研究開
発法人とは、独立行政法人のうち、研究開発に係る事務・事業
を主要業務とし、研究開発成果の最大化を目的とする法人を指

します。すなわち、研究開発が主務であり、その中でも民間では
成果達成が難しいことをする、ということになります。
　国立研究開発法人となってから、総称は国立高度専門医療研
究センターとなり、新たに施行された「高度専門医療に関する
研究等を行う国立行政法人に関する法律」に基づき、その業務
内容は、国民の健康に重大な影響のある特定の疾患等に係る医
療に関する、調査、研究及び技術の開発並びにこれらの業務に
密接に関連する医療の提供、技術者の研修、その他これら業務
に係る成果の普及及び政策の提言など、と定められました。し
たがって、NCNPが、特定の疾患として、精神疾患、神経疾患、
筋疾患、発達障害の4領域に的を絞って研究開発を推し進める
とともに、医療の提供、人材育成、情報発信、政策提言を重視
するのは、法律に基づく業務内容だからです。そのため、職員一
同高い使命感をもって、これらの課題にチャレンジしています。
　NCNPが法律に基づいて、適正に国民の皆さまに貢献してい
るか、ぜひ見守っていただき、叱咤激励の程よろしくお願い申し
上げます。

国立研究開発法人
国立精神・神経医療研究センター（NCNP）
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